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原発震災後、3 年たった今日でも、約 5 万
人の人々が県外広域避難を続けているとい
う、かつてない事態が進行中である。避難者
たちは、どのような状況におかれ、どのよう
な生活を営み、困難を抱えているのか。今後
の生活拠点をどのように考え、その理由は何
か。福島隣県５県で行われた避難者アンケー
トをもとに，原発避難者の実情の量的把握に
つとめるととともに、原発広域避難者の生活
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Ⅱ　福島乳幼児・妊産婦支援プロジェクト（FSP）
再建に向けてのガバナンス上の課題について
も考察する。
③重田康博（宇都宮大学国際学部）
「原発震災後の被災者支援を巡る国家と市
民社会のあり方に関する考察―市民社会の役
割と課題」
本発表は、人間の安全保障に関する理論的
示唆をもとに、原発事故の被災者に支援を行
い、国家に対して政策提言や住民参加の働き
かけを行う市民社会について、ガバナンスに
関わるアクターとして立場からその役割と課
題を分析し、その被災者に対する支援を巡る
国家と市民社会の関係のあり方を考察する。
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